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・サイエンスコミュニケーションを仕事にする

。社会との接点を持ち、その将来像まで考えられる博士であれ

・現場の経験から学び、実践を通してスキルを身につける

。キヤリアを知り、経験から学ぼう
。高いスキルの科学技術コミュニケーターを目指して

若手研究者応援プロジエクト
第 5回リバネス研究費募集中 !

早麟 翠ノ菖誓ず抒ラ警〔農重大学/首者iン学東京/京都大学/大阪大学
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